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令和７年度 教育委員会関連予算の要求のポイント

相談事業の充実

○ 不登校児童生徒支援員の配置 ［学校指導課］

・配置人数：R６年度 54人 ⇒ R７年度 105人

教育支援体制の充実

○ バイリンガル支援員（スタディサポーター等）の派遣拡充［人権教育課］

・Ｒ６年度 2,466回 ⇒ Ｒ７年度 2,637回

いじめや不登校、ヤングケアラー問題など、心の悩みを抱えた児童生徒や保護者に寄り添った支援・相談体制を確保します。

支援を必要とする児童生徒が、安心して学べる環境を整備します。

拡

○ スクールソーシャルワーカーの配置 ［学校指導課］ 拡

・傾斜配置：R６年度 210時間及び190時間各10校 ⇒ R７年度 210時間20校

○ 生徒指導自立支援員の配置 ［学校指導課］

・R６年度 10人 ⇒ R７年度 15人

拡

拡

○ 医療的ケアの拡充 ［育成支援課］ 拡
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令和７年度 教育委員会関連予算の要求のポイント

教育環境整備の推進

○ 学校給食センターへの空調設備設置 ［健康教育課］

○ 市立高等学校の再編・新設

［教育企画室、総務課、学校施設課、学校指導課、健康教育課］

学びを支える安全・安心でよりよい教育環境を整備します。

新

・市立３校交流・合同事業の実施

○ 学校体育館への空調機整備 ［学校施設課］

社会教育施設の機能強化

社会教育施設の機能を強化し、施設の利用促進を図ります。

○ 図書館の公衆無線ＬＡＮ環境の整備 [城内図書館] 新

・用地取得、開校に伴う備品の調達、仮校舎の設置等

拡

○ 学校プールの共用化、市や民間施設の活用 ［健康教育課］ 拡
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